
食育だより 2月号 
 

第二
だ い に

調理場
ちょうりじょう

の駐
ちゅう

車場
しゃじょう

にある梅
うめ

の木
き

も、白い
しろ

かわいい花
はな

を咲かせ
さ

、ほんのりと春
はる

の訪れ
おとず

を感じ
かん

させてく

れます。しかし、「三寒四温
さ ん か ん し お ん

」という言葉
こ と ば

の通
とお

り、少し
すこ

暖かく
あたた

なってきたかと思えば
おも

また寒さ
さむ

が戻り
もど

、寒暖
かんだん

の差
さ

で疲
つか

れてしまうこともありますね。体温
たいおん

を保とう
たも

と、体
からだ

は知らない
し

うちにストレスを感じて
かん

います。

疲れ
つか

た体
からだ

は感染症
かんせんしょう

などの病気
びょうき

にかかるリスクを高
たか

めてしまうので、いつも以上
いじょう

に注意
ちゅうい

が必要
ひつよう

です。健康
けんこう

に過
す

ごすためにも、手洗
て あ ら

い、うがい、栄養
えいよう

、充分
じゅうぶん

な睡眠
すいみん

に留意
りゅうい

してすごしましょう。 

 

 

◇心がけるポイント◇ 

 

                     

  

 

 

 また、上記
じょうき

にあげた以外
い が い

に、腸
ちょう

の状態
じょうたい

を整える
ととの

ことも重要
じゅうよう

です。腸
ちょう

には約
やく

７割
  わり

の免疫
めんえき

細胞
さいぼう

がおり、腸
ちょう

が元気
げ ん き

だと病気
びょうき

に罹り
かか

にくくなるといわれています。 
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元気な腸(ちょう)を 

作りまちょう☆ 

腸の中の善玉菌を元気にしてくれます。すすんで食べま

しょう☆ 
 

朝食後など、決まった時間にトイレに行く習慣がつくこ

とが理想です☆ 
 

＊おうちの人といっしょに読みましょう 

・ ・ ・ 



アナフィラキシーは、複
ふく

数
すう

の臓
ぞう

器
き

にわたって全
ぜん

身
しん

にア

レルギー症
しょう

状
じょう

が現
あらわ

れることで、 アナフィラキシーの

うち、血
けつ

圧
あつ

低
てい

下
か

や意
い

識
しき

障
しょう

害
がい

を伴
ともな

う場
ば

合
あい

をアナフィラ

キシーショックといい、一
いっ

刻
こく

も早
はや

く治
ち

療
りょう

しないと 

命
いのち

に関
かか

わります。 

花
か

粉
ふん

症
しょう

の人
ひと

の中
なか

には、生
なま

の果
くだ

物
もの

や野
や

菜
さい

を食
た

べると、

口
くち

の中
なか

や喉
のど

にかゆみやしびれなどが起
お

こる「口
こう

腔
くう

アレ

ルギー症
しょう

候
こう

群
ぐん

」（花
か

粉
ふん

-食
しょく

物
もつ

アレルギー症
しょう

候
こう

群
ぐん

ともい

う）を発
はっ

症
しょう

することがあります。まれに、アナフィラ

キシーを起
お

こすこともあるので、注
ちゅう

意
い

が必
ひつ

要
よう

です。 
 

 

 

スギの花
か

粉
ふん

が飛
ひ

散
さん

するこの季
き

節
せつ

、「花
か

粉
ふん

症
しょう

」の症
しょう

状
じょう

に悩
なや

まされている方
かた

も多
おお

いのではないでしょうか。花
か

粉
ふん

症
しょう

もアレルギーの一
ひと

つですが、アレルギーとは、本
ほん

来
らい

は病
びょう

原
げん

菌
きん

などの異
い

物
ぶつ

から体
からだ

を守
まも

る仕
し

組
く

みである

「免
めん

疫
えき

」が、ある特
とく

定
てい

の異
い

物
ぶつ

に対
たい

して過
か

剰
じょう

に反
はん

応
のう

し、症
しょう

状
じょう

を引
ひ

き起
お

こすことです。その中
なか

で、食
た

べ物
もの

が原
げん

因
いん

となるものを「食
しょく

物
もつ

アレルギー」と呼
よ

びます。 

 

 

消
しょう

費
ひ

者
しゃ

庁
ちょう

では、重
じゅう

篤
とく

度
ど

・症
しょう

例
れい

数
すう

の多
おお

い８品
ひん

目
もく

を「特
とく

定
てい

原
げん

材
ざい

料
りょう

」として、加
か

工
こう

食
しょく

品
ひん

などへの表
ひょう

示
じ

を義
ぎ

務
む

付
づ

けています。そのほかにも原
げん

因
いん

食
しょく

物
もつ

はさまざまで、人
ひと

によって反
はん

応
のう

が出
で

る量
りょう

、症
しょう

状
じょう

の重
おも

さは異
こと

なり、体
たい

調
ちょう

によって変
か

わることもあります。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

症状
しょうじょう

が出ず
で

に食べられる
た

量
りょう

は人
ひと

によって異なり
こと

、成長
せいちょう

するにつれて変わる
か

場合
ばあい

も

あります。定期的
て い き て き

に専門
せんもん

の医療
いりょう

機関
き か ん

を受診
じゅしん

し、医師
い し

の診断
しんだん

のもと、「必要
ひつよう

最小限
さいしょうげん

の原因
げんいん

食物
しょくもつ

の除去
じょきょ

」を心
こころ

がけ

ることが大切
たいせつ

です。時津町
とぎつちょう

の各学校
かくがっこう

では、２～３月に食物
しょくもつ

アレルギーをもつ児童
じ ど う

・生徒
せ い と

を対象
たいしょう

に学校
がっこう

給食
きゅうしょく

での

対応
たいおう

について面談
めんだん

を行
おこな

っております。安全
あんぜん

に給食
きゅうしょく

時間
じ か ん

を過
す

ごすためにも、ご理解
り か い

・ご協力
きょうりょく

のほどどうぞよろ

しくお願
ねが

いいたします。 
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